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下
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　　

歳
入
歳
出
額
に
増
減
は
な
く
、

総
額
は
13
億
２
，６
１
２
万
３
千

円
で
あ
る
が
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
50
万
円
を
減
額
し
、
資
本

費
平
準
化
債
を
50
万
円
増
額
す

る
。

ハ
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
秦
荘
の
照

明・音
響
設
備
改
修
工
事　

　

現
在
の
設
備
は
平
成
８
年
の
竣

工
時
か
ら
の
も
の
で
、
ホ
ー
ル
照

明
に
は
水
銀
灯
が
使
用
さ
れ
て
い

る
が
今
で
は
製
造
や
輸
入
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
音
響
設
備
に
関
し

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　　

歳
入
歳
出
に
１
，９
１
０
万
４

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
０
６

億
９
，９
５
１
万
円
と
す
る
。

　

主
な
理
由
は
、
台
風
５
号
に
対

応
し
た
職
員
の
時
間
外
手
当
の
支

給
及
び
町
道
愛
知
川
市
線
等
４
件

の
道
路
拡
張
に
お
け
る
店
舗
・
住

宅
・
倉
庫
・
工
作
物
の
補
償
費
。

愛
荘
町
教
育
系
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
更

新
等
物
品
調
達　

　

小
中
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
１
６
５

台
・
プ
リ
ン
タ
ー
18
台
を
配
置
。

　

そ
の
他
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
ー
や

授
業
系
サ
ー
バ
ー
機
器
の
更
新
を

行
う
。

金
額　

５
，２
０
６
万
円

（
消
費
税
込
）

期
間　

契
約
日
〜

平
成
29
年
12
月
28
日

契
約
相
手　

東
近
江
市
五
個
荘

簗
瀬
町
11

−

３　

藤
野
商
事（
株
）

　

議
案
第
58
号
～
64
号
ま
で
、
平

成
28
年
度
の
一
般
会
計
を
始
め
６

特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
決
算
特

別
委
員
会
に
お
い
て
、
６
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
各
常
任
委
員
会
で

慎
重
に
審
議
し
た
。
審
議
内
容
は

「
Ｐ
４
～
９
の
と
こ
と
ん
チ
ェ
ッ

ク
」
に
掲
載
し
た
。

　

愛
荘
町
の
人
権
擁
護
委
員
５
名

を
法
務
大
臣
に
推
薦
す
る
た
め
議

会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
、
全
員
に

つ
い
て
異
議
が
な
か
っ
た
。

①
野
々
村 

た
つ
江
（
再
）南

野
々
目

②
高
橋 

伸
彦　
　
（
再
）
軽
野
乙

③
堀
内 

恵
美
子　
（
再
）
中
宿

④
上
林 

忠
恭　
　
（
新
）
西
出

⑤
治
武 

ま
さ
子　
（
新
）
豊
満

任
期　

平
30
．
１
．
１
か
ら

　
　
　

３
年
間

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る　

　

６
月
７
日
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
た
め
町
道
長
野
・
百
々
町
線

を
長
野
方
面
に
進
行
中
、
主
要
地

議
案
第
57
号

議
案
第
51
号

議
案
第
65
号

議
案
第
52
号

議
案
第
53
号

財
産
の
取
得

決
算
の
認
定

契
約
の
締
結

ＤＥ

C

ハーティーセンター秦荘・人権啓発演劇後改修に入る青色パトロール車

方
道
愛
知
川
・
彦
根
線
を
横
断
し

よ
う
と
し
た
際
、
稲
枝
方
面
か
ら

来
た
乗
用
車
と
衝
突
し
損
傷
を
与

え
た
。

損
害
賠
償
額

72
万
３
，４
１
８
円
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平
成
28
年
度
愛
荘
町
の
財
政
健

全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て
、
監

査
委
員
の
審
査
意
見
書
を
添
え
報

告
さ
れ
た
。

（
1
）
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
と
も
に
、
黒
字
決
算

で
あ
る
こ
と
か
ら
該
当
し
な
い
。

（
2
）
実
質
公
債
比
率
（
借
入
金

比
率
）
は
4.4
で
、
早
期
健
全
化
基

準
が
25
.0
で
あ
る
こ
と
か
ら
適

正
と
判
断
さ
れ
る
。

（
3
）
将
来
負
担
比
率
は
前
記

（
1
）（
2
）
の
状
態
か
ら
該
当
せ

ず
。

報
告
第
３
号 そ

の

他

F

　

①
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心

の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
各
小
学

校
に
１
台
ず
つ
配
置
。
運
営
は
団

体
に
委
嘱
し
て
い
る
。

②
相
手
側
（
大
人
２
名
・
子
ど
も

２
名
）
は
、
腰
や
首
の
捻
挫
で
通

院
中
。

③
３
年
ご
と
の
講
習
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
運
転
を
し

て
も
ら
っ
て
い
な
い
。

　

交
通
事
故
防
止
の
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
責
任
は
大
き
い
。
子
供

た
ち
へ
の
影
響
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
町
の
公
用
車
で
は
な

い
。

　

定
め
て
い
な
い
。検
討
す
る
。

答

答

答 答

（
教
育
管
理
部
長
）

（
教
育
長
）

（
総
務
部
長
）

（
総
務
部
長
）

①
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
使
命
は
何
か
。

②
人
身
事
故
と
聞
く
が
相
手
の
状

況
は
。

③
処
分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。　
（
河
村　

善
一
議
員
）

こ
の
よ
う
な
目
的
を
持
つ

者
の
事
故
は
大
変
む
な
し

い
。
な
に
を
呼
び
か
け
て
も
子
ど

も
た
ち
に
行
き
届
か
な
い
の
で
は

な
い
か
。　
（
河
村　

善
一
議
員
）

過
失
割
合
が
、
当
方
85
％

で
相
手
が
15
％
と
云
う
の

は
、
圧
倒
的
に
当
方
の
責
任
で
あ

る
。
公
用
車
の
事
故
で
あ
れ
ば
、

全
額
町
が
損
害
賠
償
を
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
交
通
ル
ー
ル
を
無
視

し
た
事
故
や
悪
質
事
故
に
対
し
て

公
用
車
の
範
囲
は
ど
こ
ま

で
か
。
社
会
福
祉
協
議
会

や
各
種
の
団
体
に
貸
し
付
け
て
い

る
も
の
も
公
用
車
に
な
る
の
か
。

（
西
澤　

桂
一
議
員
）

問

問問

問 は
「
町
は
本
人
に
求
償
す
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
扱
は
ど
の
よ
う

に
す
る
」
な
ど｢

公
用
車
の
事
故

に
対
す
る
規
則｣

は
定
め
ら
れ
て

い
る
か
。　
（
西
澤　

桂
一
議
員
）

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
部
品

が
な
い
な
ど
修
繕
に
も
限
界
が
あ

る
。

　

ま
た
、
天
井
に
つ
い
て
は
建
築

基
準
法
の
改
正
に
よ
り
脱
落
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

た
。

金
額　

３
億
４
，２
３
６
万
円

（
消
費
税
込
）

工
期　

契
約
日
〜

平
成
30
年
３
月
23
日

契
約
相
手　

草
津
市
川
原
町

１
３
２

−

４
（
株
）
中
島
電
業
所

　

積
立
金
は
、
保
険
料
算
定
時
に

繰
り
入
れ
、
適
正
な
保
険
料
算
定

に
努
め
て
い
る
。

答
（
住
民
福
祉
部
長
）

介
護
保
険
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　　

歳
入
歳
出
に
１
，８
９
４
万
１

千
円
を
追
加
し
、総
額
を
15
億
３
，

４
５
１
万
８
千
円
と
す
る
。

　

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
等
の
利
用
者
が
増
加
し
た
こ

と
。
28
年
度
事
業
実
績
に
よ
る
国

や
県
・
支
払
基
金
か
ら
の
交
付
金

に
返
還
金
が
生
じ
た
こ
と
等
に
よ

る
。

議
案
第
56
号

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積

立
金
と
し
て
４
８
８
万
４

千
円
が
積
立
て
ら
れ
、
積
立
合
計

が
７
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
。

介
護
保
険
料
の
引
下
げ
に
向
け
有

効
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

（
瀧　

す
み
江
議
員
）

問

国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　　

歳
入
歳
出
に
32
万
４
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
21
億
５
，３
９
１

万
円
と
す
る
。

　

国
保
事
業
報
告
シ
ス
テ
ム
の
改

修
に
伴
う
も
の
で
、
全
額
国
庫
補

助
。

議
案
第
55
号

　

加
入
者
の
声
は
、
町
を
通
じ
て

県
に
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。

辰
己　

保
議
員
か
ら
反
対
討
論
、

徳
田　

文
治
議
員
か
ら
賛
成
討
論

が
行
わ
れ
た
。

答
（
住
民
福
祉
部
長
）

30
年
度
に
国
保
事
業
が
県

一
本
化
と
な
る
。
県
一
本

化
に
よ
り
、
町
一
般
会
計
か
ら
の

支
出
が
廃
止
さ
れ
、
結
果
的
に
保

険
料
の
ア
ッ
プ
と
な
る
。
こ
の
こ

と
等
に
伴
い
加
入
者
の
声
が
県
に

届
き
難
く
な
る
。（

辰
己　

保
議
員
）

問 億
８
，０
４
０
万
６
千
円
と
す
る
。

　

主
な
理
由
は
、
蚊
野
集
会
所
の

屋
根
葺
替
等
の
工
事
補
助
金
、
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
費
の
増

加
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
の
新
型
受
信
機
の
導

入
、
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
補
助

金「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」

の
単
価
見
直
し
に
よ
る
追
加
、
秦

荘
武
道
館
の
屋
根
改
修
費
等
の
増

加
分
。


